
５．転職・正社員転換
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○ 近年、各年齢層で転職率は上昇している。

（資料出所）総務省「就業構造基本調査」
（注）転職率は、有業者（ふだん収入を得ることを目的として仕事をしており、調査日以降もしていくことになっている者及び仕事は持っているが現在は休んでいる者）に
転職者（1年前の勤め先（企業）と現在の勤め先が異なる者）が占める割合。
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５－１ 転職率の推移
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（資料出所）総務省「就業構造基本調査」（2002、2007）

○ 前職が非正規労働者であった者のうち、現在約４分の１が正規の雇用者となっている。
○ 非正規労働者の転職希望理由としては、 「収入が少ない」 「一時的についた仕事だから」が多くなってい
る。

計：556万人 うち前職
パート：36万人

アルバイト：49万人
派遣社員：21万人
契約社員：27万人

409万人

147万人
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５－２ 非正規労働者の転職状況と転職理由



○ 事業所内で有期契約から無期契約に切り替えられた者は、過去5年間において、男女ともに概ね6～7万人
台で推移している。
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（資料出所）厚生労働省「雇用動向調査」
注）「臨時・日雇名義」から「常用名義」に切り替えられた者の人数

常用名義の常用労働者：常用労働者のうち、期間を定めずに雇われている者
臨時・日雇名義の常用労働者：常用労働者のうち、「常用名義の常用労働者」に該当する者を除いた者 57

５－３ 有期契約から無期契約への転職状況の推移



（資料出所）厚生労働省「H21有期労働契約に関する実態調査」
厚生労働省「H18パートタイム労働者総合実態調査」
厚生労働省「H20派遣労働者実態調査」 58

○ 有期契約労働者やパートを正社員に転換する制度を導入している事業所は約半分近くであるが、派遣労
働者を正社員に転換する制度を導入している事業所は約1割程度である。

○ 有期契約労働者から正社員への転換制度を導入している事業所のうち、実際に正社員転換をした実績の
ある事業所は約8割に上っている。
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※ パートは、把握していない。

正社員転換制度を導入している事業所のうち、実際
に正社員転換の実績がある事業所の割合

正社員転換制度を導入している事業所の割合

５－４ 正社員転換制度の導入と転換実績の状況


